
別記様式第２号（第６条関係） 

北海道社会福祉士会 スーパーバイザー プロフィール 

ふりがな 

氏 名 

たかはた よみこ 

高 畑 訓 子 

所属支部 十勝地区支部 

□ 第1号 認定上級社会福祉士       □ 第2号 認定社会福祉士の更新者 

□ 第3号 認定上級社会福祉士に準じる者  ■ 第4号（1）社会福祉士 

□ 第4号（2）施設機関等において職員のスーパービジョンを担当している者 

□ 第4号（3）教員等でスーパーバイザーとして豊富な経験と実績のある者 

 

【職務等経験】 ※時系列に明確・簡潔に記入ください 

S56.4～H4.3  聴覚障害者養護老人ホームやすらぎ荘 生活指導員、後に介護主任兼務 

H4.4～H8.3  特別養護老人ホーム新得やすらぎ荘 総務主任 

H12.4～H17.3 身体障害者療護施設屈足わかふじ園 生活課長 

H17.4～R2.3  聴覚障害者養護老人ホームやすらぎ荘、特別養護老人ホーム新得やすらぎ荘、 

       地域密着型特別養護老人ホーム新得やすらぎ荘施設長 

R3.4～R5.3  身体障害者療護施設屈足わかふじ園 施設長 （R5.3定年退職） 

R5.4～現在  大谷短期大学非常勤講師 

【職能団体等における活動経験】 ※時系列に明確・簡潔に記入ください 

S51～H5    全国手話通訳問題研究会 

H5～H15    日本手話通訳士協会 

H9～現在   日本社会福祉士会 

【最終学歴】  

S56年 北星学園大学文学部社会福祉学科卒業 

【資格・特技等】 

 社会福祉士、手話通訳士、介護支援専門員、介護福祉士、認知症介護指導者 

【ソーシャルワーク実践において大切にしていること】 

 一人ひとりの人権を尊重し、その人の想いに寄り添いながらスーパーバイジーが主体的に自己決

定ができるように支援していくことを大切に関わりたいと考えている。 

【スーパービジョンの経験】 ※直近の経験から記載してください。 

・ 組織内でのスーパービジョンの実施 

・ スーパーバイザー同士のピア、スーパービジョンの実施 

【スーパーバイジーへの一言】 

・ スーパーバイジーの想いを受け止めながら、スーパービジョンの関わりを言語化できるような 

 関わりが持てるように努めていく。  



【条件】 

① 活動地域について 

 

同支部内  ・  同支部以外 ・ その他（            ） 

② 受け入れ可能人数について 

 

                    1  名 可能 

③ その他  （セッション可能曜日、時間帯、バイザーへの連絡方法などの条件について、

出来るだけ詳しく記載ください） 

 

・ セッション可能曜日 日時曜日は、バイジーと相談の上決めていく。 

・ 時間帯 バイジーと相談の上決めていく。 

・ バイザーとの連絡方法は、携帯番号の交換、または職場への連絡も可能であるが、 

  バイジーの希望を考慮して決めていく。 

・ 開催場所は、バイザーが勤務している職場の相談室を利用する。 

 


